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【平成２４年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に 
遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
本研究は、ナノ細孔内の特殊環境を活用してＲＮＡの超微量検出を実現しようとするものである。第

１の課題である“高機能発光系の構築”は本研究者らが長年にわたって開発してきたアベーシックサイ

ト構築法を発展したものであり、ＲＮＡ検出に有用な色素類がすでに開発されている。一方、第２の課

題である“ナノ細孔系の環境評価と活用”では、ナノ細孔中の局所ｐＨや過冷却水の粘性などの測定に

成功するとともに、通常では二重鎖を形成することのない極短ＤＮＡがこの環境中では二重鎖を形成す

ることを見出した。これらの知見は、本研究の主題であるＲＮＡの高感度検出に向けての重要な基礎的

知見である。このように、本研究は概ね順調に進行しており、重要な成果が生まれるものと期待される。

ただ、最終目的であるアレイチップを研究期間内に構築するには、研究の焦点を第２の課題に絞り、研

究全体をよりスピードアップをすることが望まれる。 


